墓碑と記念碑―紀伊半島における社会・環境的災害と災害犠牲者の記憶を支えるもの by Beaussart, Grégory
–Gre´gory Beaussart
To cite this version:
Gre´gory Beaussart. – . , , 2015, 20, pp.31-51. <hal-01127687>
HAL Id: hal-01127687
https://hal.archives-ouvertes.fr/hal-01127687
Submitted on 7 Mar 2015
HAL is a multi-disciplinary open access
archive for the deposit and dissemination of sci-
entific research documents, whether they are pub-
lished or not. The documents may come from
teaching and research institutions in France or
abroad, or from public or private research centers.
L’archive ouverte pluridisciplinaire HAL, est
destine´e au de´poˆt et a` la diffusion de documents
scientifiques de niveau recherche, publie´s ou non,
e´manant des e´tablissements d’enseignement et de
recherche franc¸ais ou e´trangers, des laboratoires
publics ou prive´s.
Distributed under a Creative Commons Attribution - NonCommercial - NoDerivatives 4.0
International License
グレゴリー・ボサール 













































（注：参考文献にない資料は、2012 年 8 月から 11月にかけて大阪、尾鷲、熊野で行った
フィールドワークから得られたものである） 
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 HOFFMAN M. Susanna, OLIVER-SMITH Anthony, 1999. 
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前を獲得する。具体的な例を挙げるなら、1959 年 9 月 26 日に潮岬に上陸したときには他
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とりわけ死者の数がそれほど多くはない場合にはそうである（事例④では 1 名、⑥では 7
名）。事例④の記念碑がいつ建立されたかは定かではないが、事例⑥は 1857 年、つまり
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うした厄年は女性と男性とで異なる。女性の場合、19 歳、33 歳、37 歳が厄年とみなされる。このうち
33 歳はとくに恐れられており、「大厄」と言われる。その原因は、通例となっている説明によれば、33
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という数字の数え方の一つにある。「さんざん」は「散々」の同音異義語というわけだ。男性の厄年は
25 歳、42 歳、61 歳である。男性の「大厄」は 42 歳である。その原因は、女性の 33 歳の場合と同じよ
うに、42 という数字の数え方の一つに求められる。「しに」は「死」の同音異義語である。これらの年
齢は災厄をまぬがれるために厄除けの儀礼をする必要がある。一般的には、日本社会の年齢の数え方は
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、大阪にある 1854 年の津波の記念碑に付設した礼拝堂に定期的に祈りに来るマツシタ Z. 
氏（40 歳）の次の証言が示していることでもある。  
 
  東日本大震災の津波を見て、先人の教えを無駄にしてはいけないと思い知らされた
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 佐藤達弥、2011 年 8 月 23 日。 
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